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研究成果の概要（和文）：食事の関心・食物の嗜好などの食行動の地域差を明らかにすることを目的とし、イラ
スト画を小児自身に選択させる手法と、簡単な文章による「小児版：生活習慣質問紙」を開発した。その結果、
質問紙について、市部は中山間地域より、「ジュースを飲む」「家族と食事をとらない」「学校から帰って遊ば
ない」頻度が有意に高かく、「テレビを見ながら食事をする」「運動は週半分未満」「コンビニやスーパーで買
い食いする」について、市部は中山間地域より有意に頻度が低かった。また、肥満との関連について、市部と中
山間地域ではそれぞれ異なった傾向がみられ、食行動や運動習慣など一部の生活習慣には地域差が認められた。

研究成果の概要（英文）：We have devised a subjective picture choice method and simple and easy "
Lifestyle questionnaire for children" to determine a local difference of food behavior. As a result,
 in questionnaire, “drinking juice”, “not having a diet with family” and “not playing after 
returning from school” were significantly high frequency in city area group than in intermediate 
and mountainous area group. Whereas, “eating while watching television”, “exercise less than half
 a week” and “buying and eating at supermarkets and convenience stores” were lower in t city area
 group than in intermediate and mountainous area group. About association with the obesity, 
different tendencies were found in city area and intermediate and mountainous area.

研究分野： 生涯発達看護学

キーワード： 看護学　行動学　栄養学　小児看護　小児肥満
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「イラスト選択法（食品選択スコア）」と「イラスト選択法（食事の嗜好）」、「小児版：生活習慣質問紙」を
用いることで、生活習慣や小児肥満の要因の地域差の一部を明らかにすることができた。このことから、これら
の方法により、地域特徴をふまえた小児の食行動評価が簡便に可能に行える可能性が示唆された。また、小児期
肥満の地域特性を考慮した食育指導への手がかりを得ることができ、今後の指導等に活用できると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
肥満の成因として、不適切な生活習慣は最も重要なものである。特徴的な生活習慣として、

欧米化した高カロリー食品の摂取、身体活動量の低下、過食などの食行動の異常、夜型の生活
リズム、などが挙げられている 1）。なかでも、食行動の異常は肥満者に高頻度で認められるの
で、肥満者への治療・支援を行う際には事前に食行動の偏りを評価してから開始することが必
要となる。 
肥満小児にも食行動の偏りがあることが指摘されている。非常に高い食事への関心、過食、

早食い、食事中に一定の速さで食べ続ける、ファーストフードなどの高脂肪食を好む傾向など
が報告されている 2）3）4)。また、小児の身長や体重などの体格、肥満度には地域差が見られる
ことも指摘されており、これらの地域差に関わる食行動としては、飲食時間や外食の頻度、コ
レステロール含有量の高い動物性たんぱく質の摂取量、食や栄養への関心などが関連している
可能性が示唆されている 5)。しかし、小児では食行動の評価指標として今まで適切なものがな
かったので、臨床現場での簡便な食行動評価の実施や、食行動評価結果の食事療法への応用が
なされてこなかった。小児の食行動評価が困難であったのは、小児では成人で用いる食行動評
価の質問紙を十分に理解できなかったこと、小児の食行動を客観的に評価する簡便な方法がな
かったことによる。 
前回、小児が理解しやすく、食物への興味や関心と食物嗜好を小児自身によって回答させる

ため食品のイラスト画を選択させる「イラスト選択法（食事への関心）」と「イラスト選択法（食
物の嗜好）」を開発し、学童期の早期より食物嗜好の性差が現れ始めていることや学童期には高
脂肪および高カロリー食を好む傾向があることを明らかにし、小児の食物への関心と食物嗜好
を簡便に評価する可能性を示唆した 6）7)。しかし現在、調査は一部地域でのみ行っており、地
域差の検討はなされていなかった。 
本研究では、地域性の異なる都市と中山間地域において、簡便なスクリーニング法として使

用できるようタッチパネルデバイスを用いた電子通信機器で実施出来るようにしたイラスト選
択法と新たに開発した簡単な文章による「小児版：生活習慣質問紙」用い、食事の関心・食物
の嗜好などの食行動の地域差を明らかにし、肥満発症との関連について検討することを目的と
した。食行動の地域差を明らかにすることで、地域特性を考慮した食育指導の科学的根拠を得
ることができると考える。 

 
２．研究の目的 
タッチパネルデバイスを用いた電子通信機器で実施出来るようにした「イラスト選択法（食

品選択スコア）」と「イラスト選択法（食事の嗜好）」、新たに開発した簡単な文章による「小児
版：生活習慣質問紙」を用い、小児の食行動特徴とその地域差、肥満との関連を明らかにする
ことを目的とした。  
 
３．研究の方法 
（1)評価ツールの作成 
①「イラスト選択法（食品選択スコア）」 

  小児の身の回りに存在する物を 36 種類のイラスト画として、6×6 のマス目に各１つずつ
ランダムに配置してチェックシートとした。36種の中の 10種は食品、26種は食品以外のも
のとし、食品は「平成 17年度児童生徒の食生活等実態調査結果」8）より小児の好きな食べ物
の上位 10 種より、食品以外の物は、平成 16 年「子どもの遊びに関する調査結果報告書」9)

を参考に、小児が日常生活で目にするもの 26個を選定した。対象児に 36個のイラスト画の
中から任意の 10 個を選び出すように指示し、その 10 個に含まれている食品の数を「食品選
択スコア」とした。 

 
②「イラスト選択法（食事の嗜好）」 

「平成 17 年度児童生徒の食生活等実態調査結果」8)から小児の好きな食べ物より 36 種を
選定（主食、副菜、主菜、果物、菓子・嗜好飲料、ファーストフード）し、36種類のイラス
ト画として、6×6のマス目に各１つずつランダムに配置してチェックシートとした。対象児
に 36 個のイラスト画の中から任意の 10個を選び出すように指示し、児に任意に選択させた
10 個のイラストの中に含まれている和食の数を「和食スコア」、飽和脂肪酸を多く含む食品
の数 を「飽和脂肪酸スコア」とした。また、食品のカロリーと脂肪含量を「日本食品標準
成分表」から算出し、「平均エネルギー」、「脂肪エネルギー比率」を算出した。 

 
・分類の定義：「食品バランスガイド」（農林水産省） 
主食：炭水化物の供給源であるごはん、パン、麺、パスタなどを主材料とする料理が含まれ

る。 
副菜：各種ビタミン、ミネラルおよび食物繊維の供給源となる野菜、いも、豆類（大豆を除

く）、きのこ、海藻などを主材料とする料理が含まれる。 
主菜：たんぱく質の供給源となる肉、魚、卵、大豆および大豆製品などを主材料とする料理

が含まれる。 
牛乳・乳製品：カルシウムの供給源である牛乳、ヨーグルト、チーズなどが含まれる。 



果物：ビタミンＣ、カリウムなどの供給源である、りんご、みかんなどの果実および、すい
か、いちごなどの果実的な野菜が含まれる。 

菓子・嗜好飲料：食生活の中での楽しみの部分。 
ファーストフード：600kcal 以上または、カロリーの 35％以上を脂肪分でしめるメニュー。

（米カリフォルニア州サンタクララ群会議、サンフランシスコ市議会） 
和食：日本風の料理や食事、日本料理、日本で独自に変化させた特有の料理。全体的に料理

は低脂肪で、調味料には主に塩や醤油を用い、その他には、味噌などの大豆加工品や
日本酒や酢などの米加工品などを使う。農産物や海産物を多く用いる料理 10）。 

 
③「小児版：生活習慣質問紙」 

先行研究 5)6)11)12)を参考に、食べ方、食事内容、孤食の有無や外食頻度など食行動の各領域
に関連する質問 17 項目と、遊びや運動習慣、入眠時刻や起床時刻などの食行動以外の生活
習慣 13 項目からなる小児用の生活習慣評価尺度を開発した。小児でも回答できるように平
易な文章を用いて簡素化し、選択式の質問のみとした。 

 
④体格指標 
 肥満度の算出については、児が入力した身長・体重測定値と、村田式係数による性別年齢
別身長別標準体重から肥満度を算出した。 

 
(2)実施方法 
「イラスト選択法（食品選択スコア）」は、食後 30分以内にタッチパネルデバイスを用いて

回答させ、「イラスト選択法（食事の嗜好）」は、食事の影響を避けるため食間に実施した。「小
児版：生活習慣質問紙」はイラスト選択法への影響を考え、イラスト選択法がすべて終わって
から実施した。 
 
(3)分析方法 
 統計解析には IBM SPSS Statistics22.0 を使用した。有意差の検定には Mann–Whitney U 検
定、χ2検定を用いた。 
 
(4)倫理的配慮 
対象の代諾者に研究の目的や方法、手順、調査への参加は自由意思であること、無記名であ

り個人は特定されないこと、調査への参加をもって研究への協力に同意したものとみなすこと、
データは厳重に管理し研究目的以外で使用しないことについて説明し同意を得た。本研究は島
根大学医学部倫理委員会の承認を得て行った（承認番号 321）。 
 
４．研究成果 
(1)対象 
A 県内の地域性の異なる B 市部と中山間地域である C 地区で小学校に通学している 6～12 歳

の小児 632 名のうち、全ての調査に回答した 505 名（市部 293 名、中山間地域 212 名、男子 252
名、女子 253 名）を対象とした（表 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
肥満度は、市部より中山間地域で有意に高値を示した(p<0.05)。 

 
(2)地域差 
イラスト選択法による食行動評価と質問紙の各項目について、地域差を比較した。イラスト

選択法を用いた食事への関心、食物嗜好の 4指標について、地域差は認められなかった。質問
紙については、市部は中山間地域より、「ジュースを飲む」（56.3% vs 46.2％, p<0.05 ）、「家
族と食事をとらない」（19.8% vs 12.7%, p<0.05 ）、「学校から帰って遊ばない」（53.9% vs32.1%, 
p<0.05 ）という項目において頻度が有意に高かった。一方、「テレビを見ながら食事をする」
（45.4% vs 54.2%, p<0.05）、「運動は週半分未満」（38.9% vs 53.8%, p<0.05）、「コンビニやス
ーパーで買い食いする」（12.6% vs 24.5%, p<0.05）について、市部は中山間地域より有意に頻
度が低かった（表 2）。このことから、イラスト選択法を用いた小児の食事への関心・食物嗜好

表 1．対象小児の属性 

（平均±SD）

地域
男 女

身長
(cm)

体重
(kg)

肥満度
(%)

Ｃ中山間地域

Ｂ市部

全体

293149 144

103 212109

134.2±11.3

135.2±11.4

134.6±11.3

30.2±8.4

32.8±10.0

31.3±9.2

－2.8±12.2

2.9±14.6

－0.4±13.6505252 253

計

人数

 



には有意な差は見られなかったが、質問紙を用いた食行動や運動習慣など一部の生活習慣には
地域差が認められたと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
( 
 
(3)地域別の小児の体格と食行動指標との関連 
小児の体格とイラスト選択法による食行動評価と質問紙の各項目との関連について、地域別

に検討した。 
市部では、イラスト選択法において、肥満群は非肥満群と比較して和食スコアが有意に低値

を示し(0.7±0.9 vs 1.4±1.1, p<0.05)、飽和脂肪酸スコアが有意に高値を示した(4.9±1.4 vs 
3.8±1.6, p<0.05)（図 1）。質問紙においては、肥満群は非肥満群と比較して「テレビを 1日 2
時間以上視聴する」（81.8% vs 48.6%, p<0.05 ）、「噛まずに食べる」（45.5% vs 17.4%, p<0.05）、
「コンビニやスーパーで買い食いする」（36.4% vs 11.7%, p<0.05）頻度が有意に高かった（表
3）。 
中山間地域では、イラスト選択法において、肥満群は非肥満群と比較して和食スコアが有意

に高値を示した(2.1±1.2 vs 1.5±1.1, p<0.05)（図 1）。また、質問紙においては、肥満群は
非肥満群と比較して「ジュースを飲む」頻度が有意に低く（26.9% vs 48.9%, p<0.05 ）、「コン
ビニやスーパーで買い食いする」（42.3% vs 22.0%, p<0.05）頻度は有意に高かった（表 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2．小児版生活習慣質問紙：地域差 

選択した人数（％）,  ?2検定

p値中山間地域市部質問項目

運動は週半分未満 114（38.9） 114（53.8） p<0.01

コンビニやスーパーで買い食いする 37（12.6） 52（24.5） p<0.01

ジュースを飲む 165（56.3） 98（46.2） p<0.05

家族と食事をとらない 58（19.8） 27（12.7） p<0.05

学校から帰って遊ばない 158（58.9） 68（32.1） p<0.01

テレビを見ながら食事をする 133（45.4） 115（54.2） p<0.05
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図 1．イラスト選択法：肥満との関連（地域別） 

χ2検定 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このことから、市部と中山間地域の小児肥満の要因が異なっている可能性があることが示唆
された。今後、より詳細な検討が必要であることが明らかとなった。 
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